
平成 29年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の調査結果の分析・課題・改善計画 

 

東大和市立第四中学校     

 

【 国 語 】 

 

◆教科の調査結果（正答率：％） 

Ａ  教 科 の 内 容 Ｂ 読み解く力に関する内容 

 

ＡとＢの合計 

東 京 都 自 校 東 京 都 自 校 東 京 都 自 校 

73.1％ 70.3％ 72.4％ 66.5％  73.0％ 69.7％ 

 

◆観点別の調査結果（正答率：％） 

Ａ  教 科 の 内 容 Ｂ 読み解く力に関する内容 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書 く 言 語 読 む 取り出す力 読み取る力 解決する力 

都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 

96.9 93.0 69.9 69.9 70.2 65.5 77.0 74.8 56.9 52.6 69.7 63.7 71.8 65.2 78.4 73.2 

 

◆具体的な改善策（手立て） 

結果の分析・課題 課題解決の方策 

・「言語」の正答率が、都に比べ 2.2ポイント

低く、語彙や漢字に課題があることが分か

る。「書く」の正答率が、都に比べ 4.7ポイ

ント低いことも、漢字を正確に覚えていな

いことによる誤答や、語彙の不足が関係し

ていると考えられる。 

・読み解く力に関する結果が、都に比べマイ

ナス 6.6 ポイントと最も差が大きかった。

文章の構成や表現に注意して読み、内容を

理解する力に課題がある。 

 

・漢字の小テストを今後も継続し、目標点に

達しなかった生徒に対しては、補習を行う。

また、分からない漢字は日常的に辞書を引

く習慣を付けさせる。今後も朝読書の充実

や読書活動の推進を継続して行い、生徒の

語彙を増やす。 

・学校全体で取り組んでいる言語活動の充実

を進める。また、読書に親しむ習慣を付け

させ、無読率を下げることで、読み解く力

や思考力を伸ばす。 

 

 



平成 29年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の調査結果の分析・課題・改善計画 

 

東大和市立第四中学校     

 

【 数 学 】 

 

◆教科の調査結果（正答率：％） 

Ａ  教 科 の 内 容 Ｂ 読み解く力に関する内容 

 

ＡとＢの合計 

東 京 都 自 校 東 京 都 自 校 東 京 都 自 校 

６０.２％ ５４.９％ ３５.３％ ２９.８％ ５３.３％ ４８.０％ 

 

◆観点別の調査結果（正答率：％） 

Ａ  教 科 の 内 容 Ｂ 読み解く力に関する内容 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技 能 知識・理解 取り出す力 読み取る力 解決する力 

都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 都 自校 

85.7 82.0 48.1 41.2 59.6 53.9 61.3 59.3 29.3 35.4 37.6 22.8 36.8 32.0 

 

◆具体的な改善策（手立て） 

結果の分析・課題 課題解決の方策 

・領域や単元に関係なく、授業や家庭学習で

何回も扱った類似問題の正答率はやや高く

なっている。しかし、「思考・判断・表現」

や「読み取る力」が都の調査結果より大き

く下回っており、文章問題や応用問題等を

苦手とする生徒が多いことがうかがえる。 

・授業や家庭学習で、基礎的・基本的な問題

を多く扱うのみでなく、応用力も身に付け

ていく必要がある。 

・放課後学習教室や小中合同で実施している

土曜授業を充実させる。また、家庭での学習

を定着させて、個々に応じて家庭への協力も

促す。 

・クラスでの一斉授業の特性を生かし、グル

ープによる活動を活用するなど、言語活動・

学び合いの機会の充実を図りつつ、さらに、

個に応じたきめ細やかな指導を充実させて、

工夫を加味した指導を継続する。 

 


